
私たち国立病院機構は
国民一人ひとりの健康と我が国の医療の向上のために
たゆまぬ意識改革を行い、
健全な運営のもとに患者の目線に立って
懇切丁寧に医療を提供し、
質の高い臨床研究、教育研修の推進につとめます



　国立病院機構は全国に140の病院を展開する日本最大の病院組織で
す。運営病床数は5万床を超え、全国の病床の約3％を占めています。
国立病院機構は、平成16年に国が直轄する国立病院・療養所から独立
行政法人になり、自律性を持って効率的な運営を行ってきました。そ
れから20年が経過し、医師・看護師をはじめすべての構成メンバー
の努力により、社会の期待に応えられる方向へと力強く歩んできまし
た。
　国立病院機構は３つの大きな使命を担っています。その中心となる
のは診療事業であり、患者の目線に立った安心・安全な質の高い医療
を提供することです。急性期医療をはじめ、重症心身障害、神経難病
や筋ジストロフィーなどの神経・筋疾患、結核などの感染症、精神疾
患などのセーフティネット分野の医療では我が国における中心的役割
を果たしています。さらに、災害時やCOVID-19対応では病院ネットワ
ークを活用して医療支援を行うことも重要な任務のーつとしています。
　第２の使命が教育研修です。明日の医療を担う質の高い医療人を育
成することであり、その役割はきわめて重要であると考えています。
特に、医師の教育・育成では、研修医の指導体制の強化にも力を入れ
ており、最適な初期臨床研修ができる体制を用意しています。地域の
中核病院として日常診療で経験する頻度の高い病態に接することがで
き、基本的診療能力を身につけることができます。また、セーフティ
ネット分野の医療のように、一般の病院では経験できないような領域
の医療を体験することもできます。研修医に人気の高い病院も数多く
あり、機構全体として900名を超える初期臨床研修医を受け入れてい
ます。
　初期研修終了後の専門研修に関しては、これまでにも独自に専修医
制度（いわゆる後期臨床研修制度）を立ち上げ、研修の理念、目的、
専修年限、到達目標、処遇、修了認定などを明確に示し、専修医が専
門研修に専念できるよう取り組んできました。平成30年4月からは、
日本専門医機構による新専門医制度運用が開始されたことに伴い、国
立病院機構もこの制度の中で質の高い専門医を育成していくこととな
りました。国立病院機構全体では、17の基本領域で118の基幹プログ
ラムが日本専門医機構の認定を受け、専門医を目指す若手医師を受け
入れています。
　国立病院機構の第３の使命は臨床研究の推進です。そのため、臨床
能力にすぐれ、明日の医療を切り開くリサーチマインドを持った医師
の養成が重要と考えています。わが国では、基礎医学研究では多くの
優れた成果を挙げていますが、それを実際に患者さんの元に届けるた
めのトランスレーショナルリサーチや薬剤・医療機器の臨床適用を目
指す治験では、国際的にみてもさらに力を注ぐ必要があると指摘され
ています。国立病院機構では140病院のネットワークを活かした臨床
研究や治験にも力を入れており、初期臨床研修の時から臨床研究にも
関わっていただきたいと考えています。
　これからは、わが国から世界に向けて臨床のエピデンスを発信し、
新しい有効な治療法を開発していくことが大いに期待されます。初期
臨床研修医から専門研修を経て高い診療能力を備えると共に、リサー
チマインドを持って現場の医療に取り組む優れた臨床医となって行け
るように、国立病院機構は支援をしてまいります。
　意欲に燃えた若手医師の皆さんを心よりお待ちしています。

国立病院機構は
�皆さんを歓迎します

独立行政法人国立病院機構
理事長　新木 一弘
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165 丸 国立病院機構140病院所在地一覧

都道府県 病院名 初期研修 専門研修 頁

北海道東北 13

北海道

北海道がんセンター 15

北海道医療センター 16

函館病院 17

旭川医療センター 18

帯広病院 19

青森県

弘前総合医療センター 20

八戸病院 21

青森病院 22

岩手県

盛岡医療センター 23

花巻病院 24

岩手病院 25

釜石病院 基 連 26

宮城県

仙台医療センター 27

仙台西多賀病院 28

宮城病院 29

秋田県 あきた病院 30

山形県
山形病院 31

米沢病院 32

福島県
福島病院 33

いわき病院 基 連 34

関東信越 35

茨城県

水戸医療センター 37

霞ヶ浦医療センター 38

茨城東病院 39

栃木県
栃木医療センター 40

宇都宮病院 41

群馬県

高崎総合医療センター 42

沼田病院 43

渋川医療センター 44

埼玉県

西埼玉中央病院 45

埼玉病院 46

東埼玉病院 47

千葉県

千葉医療センター 48

千葉東病院 49

下総精神医療センター 50

下志津病院 51

協 連
基 基 連
基 連
基 基 連
協 連
基 連
協
協 連
協 連
協 連
協 連
協
基 基 連
協 連
協 連

連
協 連
協 連
協 連
協

基 基 連
基 連
協 連
協 基 連
協 連
基 基 連
協 連
基 連
基 連
基 基 連
協 連
基 基 連
協 連
協 基 連
協 基 連

都道府県 病院名 初期研修 専門研修 頁

東京都

東京医療センター 52

災害医療センター 53

東京病院 54

村山医療センター 55

神奈川県

横浜医療センター 56

久里浜医療センター 57

箱根病院 58

相模原病院 59

神奈川病院 60

新潟県

西新潟中央病院 61

新潟病院 62

さいがた医療センター 63

山梨県 甲府病院 64

長野県

まつもと医療センター 65

信州上田医療センター 66

小諸高原病院 67

東海北陸 69

富山県
富山病院 71

北陸病院 72

石川県

金沢医療センター 73

医王病院 74

七尾病院 75

石川病院 76

岐阜県 長良医療センター 77

静岡県

静岡てんかん･神経医療センター 78

天竜病院 79

静岡医療センター 80

愛知県

名古屋医療センター 81

東名古屋病院 82

東尾張病院 83

豊橋医療センター 84

三重県

三重病院 85

鈴鹿病院 86

三重中央医療センター 87

榊原病院 88

基 基 連
基 基 連
協 基 連

連
基 基 連
協 基 連

連
基 基 連
協 連
協 連
協 基 連
協 基 連
協 連
基 基 連
基 連
協 基 連

協 基 連
基 基 連
協 連
協 連

連
基 連
協 連
協 連
基 基 連
基 基 連
協 連
協 連
基 連
協 連
協 連
基 連
協 連
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都道府県 病院名 初期研修 専門研修 頁

近畿 89

福井県
敦賀医療センター 91

あわら病院 92

滋賀県
東近江総合医療センター 93

紫香楽病院 94

京都府

京都医療センター 95

宇多野病院 96

舞鶴医療センター 97

南京都病院 98

大阪府

大阪医療センター 99

近畿中央呼吸器センター 100

大阪刀根山医療センター 101

大阪南医療センター 102

兵庫県

神戸医療センター 103

姫路医療センター 104

兵庫あおの病院 105

兵庫中央病院 106

奈良県
奈良医療センター 107

やまと精神医療センター 108

和歌山県
南和歌山医療センター 109

和歌山病院 110

中国四国 111

鳥取県
鳥取医療センター 113

米子医療センター 114

島根県
松江医療センター 115

浜田医療センター 116

岡山県
岡山医療センター 117

南岡山医療センター 118

広島県

呉医療センター・中国がんセンター 119

福山医療センター 120

広島西医療センター 121

東広島医療センター 122

賀茂精神医療センター 123

山口県

関門医療センター 124

山口宇部医療センター 125

岩国医療センター 126

柳井医療センター 127

協 連
協 基 連
基 基 連

連
基 基 連
協 基 連
基 基 連

連
基 基 連
協 連
協 連
基 基 連
基 基 連
基 基 連

連
協 連
協 連
協 基 連
基 連
協 連

協 連
基 連
協 連
基 連
基 基 連
協 連
基 基 連
基 基 連
基 連
基 基 連
協 連
基 連
協 連
基 基 連
協 連

都道府県 病院名 初期研修 専門研修 頁

徳島県
とくしま医療センター東病院 128

とくしま医療センター西病院 129

香川県
高松医療センター 130

四国こどもとおとなの医療センター 131

愛媛県
四国がんセンター 132

愛媛医療センター 133

高知県 高知病院 134

九州 135

福岡県

小倉医療センター 137

九州がんセンター 138

九州医療センター 139

福岡病院 140

大牟田病院 141

福岡東医療センター 142

佐賀県

佐賀病院 143

肥前精神医療センター 144

東佐賀病院 145

嬉野医療センター 146

長崎県

長崎病院 147

長崎医療センター 148

長崎川棚医療センター 149

熊本県

熊本医療センター 150

熊本南病院 151

菊池病院 152

熊本再春医療センター 153

大分県

大分医療センター 154

別府医療センター 155

西別府病院 156

宮崎県

宮崎東病院 157

都城医療センター 158

宮崎病院 159

鹿児島県

鹿児島医療センター 160

指宿医療センター 161

南九州病院 162

沖縄県
沖縄病院 163

琉球病院 164

協 連
協 連
協 連
基 基 連
協 基 連
協 連
基 連

基 基 連
連

基 基 連
協 連

連
基 基 連
基 連
協 基 連
協
基 連
協
基 基 連
協 連
基 基 連
協 連
協 連
協 連
基 連
基 基 連
協 連
協 連
協 連
協
基 基 連
協 連
協 連
協 連
協 基 連

基
基協

協 連

基 連
初期研修 専門研修

基幹型 基幹及び連携
協力型 基幹
協力施設 連携

National Hospital Organization 4



全国140病院

結　核

感染症

循環器病

筋ジストロフィー 重症心身障害

神経難病

が　ん

公益性を尊重した、安心で安全な医療を全国140病院のネットワークで取り組んでいます。

　医療の質の向上　 　サービスの向上　
■ 標準的かつ良質な医療に向けた評価と改善
■ 多施設での情報の共有
■ 地域医療機関との連携
■ 地域の質向上のための様々な研修会

■ 救急医療への積極的参与
■ 患者の目線に立った医療
■ 全国規模での医療安全対策

国立病院機構では、初期臨床研修の基幹型臨床研修施設
に54施設、協力型臨床研修施設に72施設が指定を受けて
おり、各病院のプログラムに基づき、研修医の養成に取
り組んでいます。
平成30年度からは新専門医制度に対応した研修体制を整
え、初期臨床研修からサブスペシャリティ領域までシー
ムレスな研修を展開しています。

国立病院機構のスケールメリット、豊富な症例と
一定の質を確保することが可能という特徴を活
かして、「NHO共同臨床研究」を推進していま
す。現在、EBM推進のための大規模臨床研究と
NHOネットワーク共同研究の臨床研究を実施し
ています。

国 立 病 院 機 構 の 概 要
１．設置根拠
　独立行政法人国立病院機構法（平成14年法律第191号）に基づく中期目標管理法人
２．組織の規模
　病院数：140病院／病床数：52,241床（令和5年10月時点）
　附属看護師等養成所数　看護師課程：31校／助産師課程：3校／リハビリテーション学院：1校（令和5年4月時点）
３．常勤職員数
　約62,000名（医師：約6,000名／看護師：約40,000名／その他：約16,000名）（令和6年1月時点）

国立病院機構について

■国立病院機構の取り組み
　平成16年4月に発足した独立行政法人国立病院機構
は、全国140の病院を一つの法人として運営しており、
結核、感染症、がん、循環器病、重症心身障害、筋ジス
トロフィー、神経難病などの重要で国民の関心が高い疾
患について、全国的なネットワークを形成して取り組む
とともに、地域のニーズにあった医療の提供を目指して
います。

医療の提供

教育研修制度 臨床研究の推進

良質な医師を育てる研修

NHOフェローシップ

初期臨床研修 専 ⾨ 研 修 専⾨医と
して活躍！基本領域

サブスペ領域 具体的な実績・詳細については、 
国立病院機構本部総合研究センター
のホームページをご参照下さい。
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臨床研修

新専門医制度

　平成16年4月からすべての医師に義務付けられている臨床研修を、国から指定を受けた臨床研修病院で行うこ
とができます。
　ここでは、国立病院機構の地域中核病院の機能を活かして、将来の専門性にかかわらず、医学・医療の社会的
ニーズを認識しつつ、日常診療で頻繁に遭遇する病気や病態に適切に対応できるよう、プライマリ・ケアの基本
的な診療能力（態度、技能、知識）を身につけるとともに、医師としての人格を涵養します。

　国立病院機構（NHO）は、平成30年から開始された新専門医制度に対応するため、早期より検討対策部門を
設置し、専門医取得を目指す若手医師が安心して研修ができる環境を整えてきました。例えば、内科領域に関し
ては受講が必須となるJMECC（Japanese Medical Emergency Care Course）を、基幹を目指す施設において
は自前で開催できるように早期より指導者を育成してきました。実際に昨年度までに多くの施設でJMECCを実
施しています。
　本ガイドブックでは、各施設紹介の中に新専門医制度の研修プログラムの概要を盛り込みましたので、ぜひ参
考にしていただき、そして応募をご検討ください。私たちNHOは、志の高い専門医を育成したいと考えています。

新専門医制度における基本領域と専門領域

サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
領
域

連動研修を行い得る領域

領　域
消化器内科 循環器内科 呼吸器内科 血液内科

内分泌代謝・
糖尿病内科 脳神経内科 腎臓内科 膠原病・

リウマチ内科
消化器外科 呼吸器外科 心臓血管外科 小児外科

乳腺外科 放射線診断 放射線治療

連動研修を行わない領域
領　域

アレルギー 感染症 老年科 腫瘍内科

内分泌外科

少なくとも一つのサブスぺ領域を
取得した後に研修を行い得る領域

領　域
肝臓内科 消化器内視鏡 内分泌代謝内科 糖尿病内科

基
本
領
域

内
科

小
児
科

皮
膚
科

精
神
科

外
科

整
形
外
科

産
婦
人
科

眼
科

耳
鼻
咽
喉
科

泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

放
射
線
科

麻
酔
科

病
理

臨
床
検
査

救
急
科

形
成
外
科

リ
ハ
ビ
リ

総
合
診
療
科

19領域
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　国立病院機構（NHO）に所属する若手医師が日常診療の中で取り組んできた症例や研究についての

発表の場を広げ、さらに交流の場を設けることでお互いに刺激しあえることを目的に国立病院総合医

学会において「若手医師フォーラム」を行っております。英語での抄録を登録、事前に抄録の査読審

査を行い、選出された優秀演題の演者が英語発表をすることができます。

　更に、座長・ディスカサントにより最優秀演題が選考されます。

（第78回国立病院総合医学会は、令和６年10月18～19日に大阪で開催される予定です。）

若手医師フォーラム（国立病院総合医学会シンポジウム）

第77回
最優秀賞
受賞者

◆NHOの48病院が基幹施設として、17領域118プログラムの認定を受けている。
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科
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経
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麻
酔
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床
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急
科

形
成
外
科

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
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総
合
診
療
科

基
幹
施
設
数

34 4 1 12 11 4 8 3 1 1 0 2 7 1 0 10 2 1 16

新専門医制度におけるNHOの状況　19領域のプログラム数（令和５年４月時点）

大阪南医療センター　辻井　敦子
（左から2人目）

埼玉病院　樋口　藍
（左側）
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　国立病院機構（NHO）の豊富なネットワークを活かし、若手医師が自身のスキルアップや専門医取得を
目的として、所属病院とは異なるNHO病院に一定期間留学できる制度です。NHOの医師であれば誰でも、
NHO病院であればどこへでも行くことができます。全国規模のスケールメリットを活かしたNHOならではの
制度です。存分にご活用ください。

NHOフェローシップ制度

現在、23病院41プログラム（血液内科、腫瘍内科、呼吸器科、アレルギー科、神経内科、脳血管
内科、消化器内科、循環器内科、腎臓内科、総合内科、外科、整形外科、呼吸器外科、救命救急
科、産科・婦人科、小児科、眼科、病理診断科）が留学施設として登録されています。
制度利用ご希望の場合は、御所属病院の研修担当責任者へご相談ください。

National Hospital Organization 8



研修医・専攻医のためのコミュニケーション情報誌、「NHO NEW WAVE」を年4回（春・夏・
秋・冬）発行しています。全国のNHO病院や各地で開催される研修会の情報、海外留学体験記な
ど研修医・専攻医必見の貴重な情報を満載しています。
是非ご一読ください。
NHOホームページの「教育研修事業」からも、ご覧いただけます。　

研修医・専攻医のためのコミュニケーション情報誌

NHO NEW WAVE Back Number

9 National Hospital Organization



NHO NEW WAVE
NHO NEW WAVE Back Number

 研修医・専修医のためのコミュニケーション情報誌
NHO ニューウェーブ

発行：独立行政法人 国立病院機構 令和2年 夏号

SPECIAL

MESSAGE

NHO NEW WAVE 10年の歩み

理事長 メ ッ セ ー ジ

vol. 4 0  2020  Summer

－ 創刊 1 0 周 年 特 別 号－

Anniversary10th

創刊当時、研修医だった二人の先生が
研修医時代からNHOで過ごした10年間を振り返る

楠岡理事長へインタビュー
NHOの今後の展望、
研修医・専攻医へのメッセージを語る

“NHO NEW WAVE” 歴代編集担当者 担当当時のエピソード

東京医療センター 山 田  康 博  /　長崎医療センター 白 水  春 香

研修医時代を振り返る
～10年後の自分 ～

SPECIAL INTERVIEW
東京医療センター
総合内科 医師

山 田  康 博

国立病院機構
理事長

楠 岡  英 雄

長崎医療センター
高度救命救急センター 医師 

白 水  春 香

初期研修医・専攻医のためのコミュニケーション情報誌
NHO ニューウェーブ

”

SPECIAL

vol. 41  2020  Autumn

初 期 臨 床 研 修とともに 専 門 医 養 成 に も力 を 入 れてい る N H O
全 国 N H O 病 院 の 専 門 研 修 プ ロ グ ラム を 一 覧 で 紹 介

PROGRAM

HOSPITAL

Now On

RESEARCH

静岡医療センター

北海道医療センター 臨床研究部長 新野 正明
初期研修プログラムの紹介# 1

# 2

「ハワイ医学教育プログラム（HMEP）」

岡山医療センター 外科・副統括診療部長 太田 徹哉

専攻医・初期研修医
アンケート 第一弾

外科 専門研修プログラムの紹介
北海道東北
グループ

20 病院

東海北陸
グループ

18 病院

中国四国
グループ

22 病院

関東信越
グループ

32 病院

近畿
グループ

20 病院

九州
グループ

28 病院

“ 全国140の
NHO病院ネットワーク

専門研修プログラム紹介

発行：独立行政法人 国立病院機構 令和2年 秋号

NHO フェローシップ制度

初期研修医・専攻医のためのコミュニケーション情報誌
NHO ニューウェーブ

vol. 42  2020 Winter
発行：独立行政法人 国立病院機構 令和2年 冬号

SUPPORT

REPORT

PROGRAM

RESEARCH

関門医療センター 研修部長 吉野 茂文
初期研修プログラムの紹介# 1

# 2
横浜医療センター 副院長 宇治原 誠

初期研修医アンケート 第二弾

内科 専門研修プログラムの紹介

女性医師サポート
出産・子育て・介護の支援

若手医師フォーラム

富山病院
院長

金 兼  千 春

下志津病院
院長

重 田  みどり

SPEC IAL INTERVIEW

女性医師の活躍
NHOで活 躍する女 性 医 師のスペシャルインタビュー

富山病院 院長 金兼 千春  /  下志津病院 院長 重田 みどり
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旭川医療センター呼吸器内科での後期研修を
終え、スキルアップのために、NHOフェローシップ
を利用して他の機構病院での研修を希望していま
した。指導医の先生と相談し、肺がん診療、特に
気管支鏡による検査や治療で国内有数の施設で
ある名古屋医療センターの呼吸器内科で3ヶ月間
研修させていただくことになりました。
研修では、まず硬性気管支鏡による治療を学び

ました。気道ステント留置術により、中枢気道狭窄
を解除して呼吸状態を改善させたり、気管食道瘻
を閉鎖して肺炎を防いだりできます。高度な技術の
ため、自施設では容易に導入できませんが、硬性
気管支鏡による治療が良い適応となる症例の理解
を深めました。
また、自施設では月1件程度の超音波気管支鏡

専門分野のスキルアップを応援。
国内留学制度「NHOフェローシップ」。

ガイド下針生検が毎日のように施行され、指導を受
ける機会を得ました。他にも、通常の生検鉗子に
比べ、大きな検体が採取できるクライオ生検、原
因不明胸水の精査などで有用な局所麻酔下胸腔
鏡検査、重症気管支喘息で適応となる気管支
サーモプラスティなど、自施設では行っていない検
査や治療法を学びました。
治験や臨床試験に積極的に取り組み、毎週の

カンファレンスで適応症例を拾い上げる姿勢は見習
う必要があると感じました。名古屋医療センターの
呼吸器内科は若い先生が多く、同年代の先生方
との交流や意見交換は、呼吸器診療を続けていく
励みや刺激となりました。
短期間でしたが、旭川医療センターの研修だけ

では得られなかった経験をしました。今回学んだこ

Nowon NHO フェローシップ vol.16

国立病院機構では全国141病院のネットワークを活かし、研修医・専修医の方々のスキルアップを応援する「NHOフェローシップ」を用意しています。短期間で専
門ジャンルの知識がしっかり身につき、所属病院では経験できない症例などを幅広く経験できる点が魅力です。国内留学を経験された先生の声をご紹介します。

気管支鏡による高度な検査や治療法を学習。
自施設とは違う経験ができ、大満足です。

呼吸器内科フェローシッププログラム
経験者の声

とを基に自分自身のスキルアップを図るとともに、す
べては真似できませんが、自施設の医療技術が向
上できるよう、研修で得た知識を還元していきたい
です。
NHOフェローシップは身分保障されたまま、他の

機構病院で研修できる魅力的な制度ですが、不
在中の業務負担が増えるにもかかわらず、旭川医
療センターの先生方のご理解があり、研修できたこ
とに感謝しています。そして、お忙しい中、研修を
受け入れてくださった名古屋医療センターの呼吸
器内科の先生方に大変感謝しています。

留学先病院 ： 名古屋医療センター
留 学 日 程 ： 2019年10月1日
  ～2019年12月27日
留 学 期 間 ： 3ヶ月間
学会・研究会への参加：1回

DATA

旭川医療センター 呼吸器内科

中村 慧一

令和２年度本部研修（医師対象）日程

場所研修名 日程
令和２年度（予定）

※日程等は令和 2 年 3 月 6 日現在の予定であり、今後変更する場合があります。　※各研修において、開催日の約 3 か月前に募集を開始する予定です。

本部 研修センター

九州医療センター

九州医療センター

調整中

博多周辺（会議室）

調整中

仙台医療センター

沖縄病院

京都医師会館

ジョンソン＆ジョンソンＴＳＣ（川崎）

北海道医療センター附属札幌看護学校

（テレビ会議システム）

コヴィディエン MIC（川崎）

調整中

熊本医療センター

（株）パラテクノ（文京区）

㈱パラテクノ（文京区）

岡山医療センター

広島西医療センター

良質な医師を育てる研修

病院勤務医に求められる総合内科診療スキル

センスとスキルを身につけろ！未来を拓く消化器内科セミナー

シミュレーターを使ったＣＶＣ研修

呼吸器疾患に関する研修

神経・筋（神経難病）診療中級研修

循環器疾患に関する研修

脳卒中関連疾患　診療能力パワーアップセミナー

神経・筋（神経難病）診療初級・入門研修

内科救急 NHO-JMECC 指導者講習会

腹腔鏡セミナー①

救急初療　診療能力パワーアップセミナー

肺結核・非結核性抗酸菌症・真菌症－NHO のノウハウを伝える研修

腹腔鏡セミナー②

小児疾患・小児救急に関する研修

救命救急センターネットワークを活用した研修医・専攻医のための救急・集中治療セミナー

チーム医療研修

シミュレーション指導者教育研修

チームで行う小児救急・成育研修

重症心身障害児（者）医療に関する研修

重症心身障害児（者）医療に関する研修

R2.6.25 ～ R2.6.26

R2.8.29 ～ R2.8.30

調整中（9～10月頃開催）

調整中

R2.9.25 ～ R2.9.26

調整中

調整中（11月頃開催）

R2.11.6 ～ R2.11.7

R2.11.27

R2.12.11 ～ R2.12.12

R2.12.18 ～ R2.12.19

調整中

R3.2.5 ～ R3.2.6

調整中

調整中

R2.7.2 ～ R2.7.4

R2.10.8 ～ R2.10.9

調整中

臨床研修医・専修医・専攻医・レジデントを主とした若手医師を対象に、NHOのネットワークを活用した指導医による実地教育を全国各地で行っております。各テー
マのエキスパートである講師陣の指導を受けられる貴重な研修であり、また、全国各地で頑張っている同世代の先生方との交流の場となっています。
交通費・宿泊費はNHO本部が負担します（規定有り）。ご希望の際は所属病院の研修担当者にご相談ください。

研修医・専修医のためのコミュニケーション情報誌 NHOニューウェーブ

発行　独立行政法人　国立病院機構 令和2年 春号
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東京医療センター 熊本医療センター

　突然の病気やケガ、病状の急変などに24時間体制で対応する安心の砦、それが救急医療です。国立病院機構が担う5事業の1つであり、医療体制の強化を推
進しながら、地域の皆さまのニーズにも積極的に応えてきました。最近は高齢の重篤患者が増え、診療科の垣根を超えた、より高度な知識と経験が求められています。
　今回は長年、救急医療に取り組み、多くの重症患者の治療にあたってきた東京医療センターと、行政と連携した防災ヘリやドクターカーなども活用する熊本医療
センターの先生方に、救急診療に関するお話をうかがいました。

Special 特集：救急診療

「地域の安心」に貢献する救急診療。
科を超えた体制で重症患者を迅速に治療。

救急診療救急診療巻頭特集
SPECIAL

初期研修医・専攻医のためのコミュニケーション情報誌
NHO ニューウェーブ

発行：独立行政法人 国立病院機構 令和 4年 春号
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SPECIAL

PROGRAM

HOSPITAL

REPORT

初期研修プログラムの紹介

北海道がんセンター

国立病院機構 呉医療センター・中国がんセンター

国立病院機構

“攻めの救急”を展開し、
 地場産業として地域を守り抜く

古谷 良輔

特 集

国立病院機構 横浜医療センター

“ 神経・筋（神経難病）診療中級研修”報告

「NHOの救急医療」

横浜医療センター 副院長・救命救急センター長  

初期研修医・専攻医のためのコミュニケーション情報誌
NHO ニューウェーブ

発行：独立行政法人 国立病院機構 令和 5年
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SPECIALPROGRAM

初期研修プログラムの紹介
国立病院機構 京都医療センター

HOSPITAL

病院クローズアップ
国立病院機構 仙台西多賀病院 

REPORT

“ 若手医師フォーラム ”

良
質
な
医
師
を
育
て
る
研
修

特 

集

神経・筋（神経難病）
診療中級研修

内科救急NHO-JMECC
指導者講習会

小田垣 考雄

国立病院機構

国立病院機構

京都医療センター

仙台西多賀病院

感染制御部長 総合診療科・感染症科長
日本内科学会 JMECC 指導者 講習会ディレクター

院長

武 田  篤

パーキンソン病 高 次 機 能 診 察筋ジストロフィー
内科系診療部長

髙 橋  俊 明
脳神経内科医長

馬 場  徹

初期研修医・専攻医のためのコミュニケーション情報誌
NHO ニューウェーブ
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SPECIAL

SPECIAL INTERVIEW

PROGRAM

REPORT

#1 初期研修プログラムの紹介

#2 総合診療 専門研修プログラムの紹介

国立病院機構 小倉医療センター

国立病院機構 東京医療センター 

“ 若手医師フォーラム ”

世界を舞台に活躍中の
“アレルギー疾患”の第一人者

スムーズな移行医療と
安心の在宅医療を目指して

国立病院機構 相模原病院 臨床研究センター センター長

国立病院機構 愛媛医療センター 小児科 医長 

海老澤 元宏

菊池 知耶

特 集

「ポストNICUと
 重症心身障害医療」
国立病院機構 愛媛医療センター

SPECIAL

”
NHOネットワークだからこそできる、各地域の実情に合わせた

with コロナ時代の正しい感染症対策へ

初期研修医・専攻医のためのコミュニケーション情報誌
NHO ニューウェーブ
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国立病院機構 岩国医療センター
診療部長  久 山  彰 一
循環器内科 ／オンライン診療担当  田 中 屋  真 智 子

初期研修プログラムの紹介
国 立 病 院 機 構  水 戸 医 療 センタ ー

外科 専門研修プログラムの紹介
国 立 病 院 機 構  名 古 屋 医 療 センタ ー

HOSPITAL

PROGRAM

#1

#2

“COVID-19研修事業
スペシャル WEB座談会

三重病院
院長
谷 口  清 州

名古屋医療センター
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